
日本の持続的な成長と活性化を目指す

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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[上級コース検討研究会（第５回～７回）] （座長 小平和一朗専務理事）

経営学と技術経営学の違い ・・・・・・・・・ ４頁
－会社のために働く日本人、自立型組織をいかに作るか－

[グローバル研究会 (第７回）]（前田光幸座長）

日本の良さを理解して変革 ・・・・・・・・・ ２頁
－権限移譲を積極的にやる－

西河技術経営塾で何を学ぶ ・・・・・・・・・ ６頁

－世の中の困った人に役に立つことが、
ビジネスとなるを教える－

西
河
技
術
経
営
塾
・
基
礎
コ
ー
ス
三
期

生
６
名
の
入
塾
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
中

に
は
一
年
近
く
待
っ
て
い
た
入
塾
者
も
あ

り
、
昨
年
よ
り
一
月
早
め
て
九
月
に
開
塾

し
ま
す
。
現
役
の
経
営
者
を
効
率
的
に
育

成
す
る
当
塾
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
理

解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
財
団
は
起
業
家
や
事
業
家
な
ど
を
支
援
す
る

こ
と
で
日
本
の
産
業
の
空
洞
化
を
少
し
で
も
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
設
立
し
、
西
河
技

術
経
営
塾
は
、
そ
の
財
団
の
核
と
な
る
事
業
で
す
。

塾
で
は
、
技
術
経
営
の
分
か
る
人
財
の
育
成
と
活

用
を
中
核
に
お
い
て
「
技
術
経
営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ)

」

「
日
本
型
経
営
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
」
の
三
点

を
財
団
の
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
が
日
々

刻
々
と
変
化
す
る
難
し
い
課
題
で
す
。

技
術
経
営
と
い
っ
て
も
特
別
に
高
級
な
技
術
を

教
え
る
訳
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
際

に
技
術
が
ど
の
よ
う
に
絡
ん
で
い
る
か
を
市
場
の

変
化
を
捉
え
な
が
ら
講
義
を
し
て
い
ま
す
。

塾
生
と
の
意
見
交
換
を
重
視
し
、
実
践
的
な
知

見
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
実
務
で
は
当

た
り
前
の
技
術
経
営
で
す
が
「
西
河
技
術
経
営
塾

は
、
他
よ
り
効
率
的
に
教
え
る
こ
と
が
出
来
て
い

る
」
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

海
外
の
企
業
が
日
本
に
研
究
・
開
発
機
関
を
つ

く
り
日
本
人
技
術
者
の
中
途
採
用
を
行
う
と
の
記

事
を
よ
く
み
ま
す
。
米
国
の
従
業
員
は
「
金
の
た

め
」
に
働
く
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
の
従
業
員

は
「
会
社
の
た
め
」
に
働
く
と
い
わ
れ
、
そ
の
意

識
が
企
業
モ
ラ
ル
を
熟
生
し
、
共
同
体
を
維
持
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
企
業
は
永
遠
で
、

企
業
に
所
属
す
る
従
業
員
は
財
産
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
従
業
員
の
一
人
ひ
と
り
が
共
同
体

で
あ
る
企
業
を
支
え
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
現
場
力

に
よ
っ
て
、
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
収
益
も
重

要
で
す
が
、
人
財
は
更
に
重
要
で
す
。
会
社
の
た

め
に
働
く
日
本
人
の
誠
実
さ
を
大
事
に
し
、
技
術

改
善
に
取
り
組
む
真
摯
な
姿
勢
が
、
日
本
の
将
来

を
開
く
礎
と
な
る
と
教
え
て
い
ま
す
。

(

西
河
洋
一
）
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グローバル研究会（第７回）

2015.4.28研究会活動

日
本
企
業
の
問
題
と
課
題

同
研
究
会
の
な
か
で
杉
本
晴
重
理

事
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
約
『
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
お
け
る
日
本
企
業
の
問
題
と
そ

の
原
因
』
で
議
論
に
な
っ
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
と
言
っ
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
は
色
々
あ
り
、
必
ず
し
も
問
題
と
原

因
が
全
て
の
企
業
に
共
通
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
問

題
提
起
を
行
い
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

市
場
づ
く
り
初
期
、
中
期
、
確
立
期

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
段
階
で
分
類
す
る
考
え
は
、
初
期
、

中
期
、
確
立
期
の
３
段
階
に
区
分
し
、

こ
れ
に
加
え
て
変
革
期
が
重
要
。

初
期
は
輸
出
型
、
中
期
は
販
売
・
製

造
の
海
外
展
開
が
進
む
が
企
業
運
営
の

中
心
は
本
国
に
あ
り
現
地
は
部
分
最
適
、

確
立
期
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
中

で
現
地
が
最
適
な
役
割
を
果
た
す
。
変

革
期
は
企
業
の
熟
度
と
は
違
う
観
点
で

社
会
変
化
、
環
境
変
化
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
の
変
化
の
時
期
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
起
こ
せ
な
い

日
本
企
業
の
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
３
段
階
で
の
問
題
と
、
変
革
期
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
変
化
の
主
導
権

を
握
れ
な
い
と
い
う
対
応
の
遅
れ
の
２

種
類
で
あ
る
。

日
本
企
業
の
問
題
と
さ
れ
る
典
型
的

ケ
ー
ス
と
し
て
①
一
応
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
：
一
度
中
期
、
確
立
期
に
な
っ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
が
そ
の
後
、
停
滞
あ
る

い
は
衰
退
、
②
新
興
企
業
：
魅
力
あ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
新
興
企
業
の
減
少
、
③

中
小
企
業
：
日
本
の
産
業
を
支
え
る
下

請
け
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
遅
れ
の

３
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
整
理
（
表
１
）
。

【
質
疑
】
Ｑ
：
質
問
、
Ａ
：
回
答

Ｑ
（
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
）変
革
期

と
そ
の
他
の
段
階
と
の
関
係
性
は
。

Ａ
（
杉
本
）
変
革
期
は
段
階
と
関
係
な

く
現
れ
る
。
ソ
ニ
ー
は
対
応
で
き
な
か

っ
た
。
一
時
期
良
か
っ
た
日
本
企
業
が

ダ
メ
に
な
っ
た
理
由
は
変
革
期
の
対
応

力
が
無
か
っ
た
事
が
原
因
で
あ
る
。
確

立
期
で
全
て
課
題
を
解
決
で
き
て
い
る

企
業
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
海
外
生
産
が

段
階
の
一
つ
の
目
安
だ
が
海
外
生
産
を

重
要
視
し
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
勝

負
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
も
あ
る
。

か
つ
て
欧
米
市
場
を
席
巻
し
た
日
本
企

業
の
軌
跡
を
彼
ら
が
辿
る
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
市
場
を
狙
わ
な
け
れ
ば
明
日
は
な
い
。

医
薬
品
業
界
は
変
革
期

Ｑ
（前
田
座
長
）
武
田
薬
品
の
売
上
は
世

界
で
十
番
目
。
一
つ
の
薬
品
で
最
低
２

千
億
円
、
大
き
い
と
１
兆
円
の
売
上
が

日本企業、イノベーション（変革）が起こせない

杉本晴重理事は、自動車業界と電機業界が一時期は両雄であったのに、なぜ電機業界がダメ
になり、自動車業界は生き残ったかについて、「『デジタル革命』という背景もあり、電機業界は
ユーザニーズを追い越し、不必要なものを作った（オーバースペック）。自動車業界の究極のニ
ーズは、事故が絶対に起きない安全な自動車で、何時まで経ってもユーザニーズを満たさない
。ユーザニーズを超えた途端に、電機業界は突然ダメになった。コモディティ化でユーザニーズ
を超えて不必要な物を作りだすとダメになると考える」と報告。

第
七
回
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
（
座
長
前
田
光
幸
）
を
15
年
４
月
28
日
に
財

団
内
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け

る
日
本
企
業
の
問
題
と
課
題
、
新
日
本
的
経
営
の
方
向
性
、
経
営
者
に
求
め

ら
れ
る
セ
ン
ス
ウ
ェ
ア
、
今
後
の
研
究
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
つ
い
て
調
査
し

た
内
容
の
報
告
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

日
本
の
良
さ
を
理
解
し
て
変
革

権限移譲を積極的にやる

表１ 日本企業の問題と課題（一部省略） 重要度：◎＞○＞△

課題　 一応グローバル企業 新興企業 中小企業

1 企業の経営戦略

1.1 企業が抱える問題

① 海外市場への展開遅れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎中期から確立期へ移行　 ◎販売 ◎確実な販売量

② イノベーション力の低下 ◎特に変革期 ◎商品・ビジネスモデル ◎特に技術

1.2 グローバルスタンダード ◎　 ◎なる商品・BM　　 △

1.3 海外への技術流出　　

① 海外への生産拠点移動　 ◎ ○ ◎

② 日本の社会構造（リストラ） 　　　　　◎内向き志向 △ △

2 企業の人事・組織問題

2.1 海外勤務を希望しない社員 ◎拡大時 ◎人財は採用可　 ◎人材問題

2.2 海外拠点での役員、上級管理職不足 ◎ ○ ◎

2.3 グローバル人材を招きいれる仕組み

① ビジネスをグローバルに展開する戦略 ◎ ◎ ○戦略より実行力

② グローバル化に対応する人事制度 ◎ 　△ 　△
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表
現
は
可
能
。
生
来
能
力
を
生
か
し
、

獲
得
能
力
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
（
杉
本
）
以
前
、
う
ち
の
会
社
の
研

究
部
門
を
分
析
し
た
が
、
企
業
、
社
員

の
考
え
方
、
行
動
は
企
業
の
持
っ
て
い

る
歴
史
・
風
土
・
文
化
に
大
き
く
影
響

さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。
変
え
る

こ
と
は
大
事
だ
と
分
っ
て
も
体
に
染
み

つ
い
て
い
て
変
え
ら
れ
な
い
。
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
や
ら
な
け
れ
ば
。

Ａ
（
前
田
）
日
本
企
業
で
は
下
手
に
変

え
つ
つ
あ
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
止

む
に
や
ま
れ
ず
や
っ
た
面
も
あ
る
。
売

上
が
減
っ
て
収
益
が
悪
化
し
た
の
で
労

働
慣
行
を
変
え
た
り
、
早
期
退
職
を
強

引
に
募
集
し
た
り
、
５
年
後

の
成
果
を
期
待
し
て
研
究
開

の
社
員
は
賢
い
。
「
変
わ
っ
た
方
が
良

い
」
と
思
え
ば
組
織
も
変
わ
る
。

Ｑ
（
淺
野
昌
宏
理
事
）
米
国
の
学
者
は

10
～
20
年
前
に
日
本
の
良
い
所
を
取
り

入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
従
来
の
ア
メ
リ

カ
型
の
部
分
は
変
え
て
い
な
い
。
そ
の

逆
も
言
え
る
わ
け
で
、
日
本
の
良
い
所

は
変
え
ず
向
こ
う
の
良
い
所
を
取
り
入

れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
（
前
田
）
指
摘
の
と
お
り
で
、
日
本

の
良
さ
を
採
用
し
部
分
的
に
変
え
て
い

る
が
本
質
は
変
え
て
い
な
い
。

意
見
（
小
平
）彼
ら
は
Ｔ
Ｑ
Ｃ
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
、

リ
ー
ン
と
い
う
生
産
方
式
、
そ
の
果
実

だ
け
を
取
り
上
げ
て
導
入
し
た
。

研究会活動

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
薬
（
注
１
）

が
次
々
特
許
切
れ
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に

切
り
替
え
ら
れ
売
上
減
。
大
量
の
研
究

員
を
抱
え
て
開
発
費
を
投
入
し
て
い
る

が
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
薬
が
出
来
な
い
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
買
収
し
て
し
の
い
で
い
る

が
苦
し
い
。
武
田
は
３
、
４
の
ブ
ロ
ッ

ク
バ
ス
タ
ー
の
特
許
切
れ
で
業
績
が
悪

化
。
米
国
、
ス
イ
ス
な
ど
の
巨
人
が
安

泰
か
と
い
う
と
同
じ
。

Ａ
（
杉
本
）
医
薬
品
業
界
も
変
革
期
か
。

意
見
（
前
田
）
新
薬
が
発
見
さ
れ
て
売

上
が
上
が
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。

意
見
（
大
橋
克
已
研
究
員
）
感
染
症
が

減
っ
た
。
感
染
症
に
効
く
薬
が
だ
い
た

い
開
発
さ
れ
切
っ
た
。

新
日
本
的
経
営
の
方
向
性

前
田
座
長
は
議
論
し
て
き
た
日
本
の

経
営
を
『
新
日
本
的
経
営
の
方
向
性
』

と
題
し
報
告
し
た
。
経
営
力
を
構
成
す

る
要
素
を
生
来
的
な
も
の
５
つ
（
価
値

構
築
力
、
管
理
運
営
力
、
人
事
組
織
力
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
）
、
爾
後
的
な
も
の
５
つ

（
コ
ン
セ
プ
ト
構
築
力
、
戦
略
構
築
力
、

意
思
決
定
力
、
戦
略
遂
行
力
、
技
術

力
）
に
分
け
、
日
本
的
経
営
と
ア
ン
グ

ロ
ア
メ
リ
カ
ン
経
営
と
の
対
比
を
し
、

数
値
評
価
の
結
果
を
報
告
し
た
。

自
分
で
活
路
を
構
築
す
る
し
か
な
い

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
変
革
を
迫
ら

れ
て
い
る
「
日
本
的
組
織
風
土
の
中
に

ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
型
の
方
式
を

移
入
し
よ
う
と
す
る
事
例
が
あ
る
が
、

難
破
船
か
ら
漂
流
し
て
藁
に
縋
る
よ
う

な
こ
と
に
は
な
っ
て
欲
し
く
な
い
。
自

分
で
活
路
を
構
築
す
る
し
か
な
い
」
と

日
本
企
業
の
方
向
性
を
提
言
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト

多
く
の
製
造
業
に
お
い
て
、
新
興
国

企
業
が
資
金
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
技
術
導

入
に
よ
り
世
界
市
場
で
の
台
頭
を
獲
得

し
、
日
本
企
業
は
競
争
力
が
低
下
し
、

世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
は
日
本
企
業
は
研
究
開
発

投
資
リ
タ
ー
ン
を
押
し
下
げ
た
。
自
信

を
失
い
方
向
性
を
見
い
だ
せ
な
い
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
に
入
り
込
む
軌
道
で
漂
流
。

表
２
は
日
本
企
業
が
目
指
す
べ
き
経
営

の
あ
り
方
で
あ
る
。
抽
象
的
で
あ
る
が

個
別
企
業
、
産
業
別
に
よ
り
具
体
的
な

「新日本的経営」を報告する前田座長。議事録
を担当する尾崎一成（中央）、右が杉本理事。

大橋研究員は「今は免疫不全や細胞老化を防
ぐ方に手法が変わってきた。薬が遺伝子工学
と合体しないと開発できない」と語る。

（注1）ブロックバスター薬：今までの治療法を変えた１千億以上の売上の新薬（Blockbuster drug ）

日本企業の対応   戦略と結果 日本企業のあるべき対応   戦略的方向性

・国内市場での高機能追求 ・ユーザ指向のデザイン、ものづくり

・海外市場でのハイエンド戦略 ・海外市場での現地化デザイン、低コスト化のためのバリューチェーン構築

・国内市場の成熟化で挫折（ガラケー）

・海外市場で低迷

・海外製造拠点シフト ・必要な国内回帰

・国内工場閉鎖、空洞化 ・多様なデザイン、バリューチェーン、コスト戦略

・価格競争、消耗戦、リストラ ・リストラの回避、雇用の確保

・現場力、・企業力の低下 ・現場力の再生、再構築

・戦略の弱さが表面化

・自社研究機能の縮小 ・必要に応じ、共同研究、オープン化

・国内産学官連携の模索 ・差別化分野を重視

・オープン化

・イノベーション力の強化に繋がらず

・直接金融増加、株主資本主義 ・長期的経営指向

・短期利益重視 ・その重要性につき、トップが頻繁に説明、議論

・明日のタネの減少 ・短期視野の株主から長期視野の株主へのシフト

・製造からシステム、オペレーションへの指向（インフラ） ・製造業単独型から、サービス、オペレーション融合型への転換

・異業種協働、の必要性の認識 ・異業種協業型

・意識・戦略転換の漂流

・模範例が少なし

・欧米型経営概念の導入 ・新日本型の構築：日本型の長所を残し、短所を強化

・内部矛盾で機能不全

表２ 日本企業のグローバル化に対するあるべき対応、戦略的方向性

発
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、

成
果
の
出
な
い
も
の
は
す
ぐ

切
っ
て
し
ま
う
と
か
。

意
見
（
大
橋
）
業
績
評
価
に

変
え
た
と
か
ス
ト
レ
ー
ト
な

格
好
で
持
っ
て
き
て
い
る
。

経
営
者
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
必
要
だ
が
、
社
員
に
気
付

か
せ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本

西河洋一理事長は「細かい積み重ね、こつこつや
る事を継続かつ具体的に指導することは、日本の
技術経営戦略である」と報告した。

グローバル研究会（第７回）
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リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
の
科
目
構
成
を
検
討

第
六
回
の
研
究
会
の
中
で
小
平
座
長

は
、
基
礎
コ
ー
ス
の
構
成
を
大
学
院
Ｍ

Ｏ
Ｔ
コ
ー
ス
９
校
と
対
比
し
報
告
し
た
。

主
に
中
小
企
業
の
経
営
者
に
経
営
に
関

す
る
基
礎
的
30
要
素
を
教
え
て
い
る
。

上
級
コ
ー
ス
は
、
学
問
と
言
わ
れ
る

領
域
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
の
科
目
構
成
案
を
図
１
に

示
す
。
こ
の
専
門
職
的
な
科
目
を
ど
の

位
学
ぶ
か
が
問
題
提
起
で
あ
る
。
実
務

経
験
が
あ
る
な
ら
一
科
目
４
コ
マ
（
注

２
）
で
も
充
分
と
考
え
る
が
、
先
生
を

養
成
す
る
目
的
で
１
科
目
15
コ
マ
を
や

れ
ば
内
容
は
大
学
院
に
負
け
な
い
講
義

レ
ベ
ル
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
ス
ポ
ッ

ト
で
他
の
大
学
の
講
義
を
受
講
し
た
ら

良
い
と
の
制
度
設
計
も
考
え
ら
れ
る
。

【
意
見
交
換
】

淺
野

Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
は
古
典
の
よ
う
な
も

の
を
や
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
戦
略
論

と
か
、
孔
子
の
書
を
や
る
と
か
、
ク
ラ

ウ
ゼ
ビ
ッ
ツ
の
戦
争
論
を
や
る
と
か
。

小
平

歴
史
学
、
哲
学
、
心
理
学
、
宗

教
な
ど
も
含
め
て
、
こ
こ
で
は
や
ら
な

い
。
他
大
学
の
学
部
に
行
く
べ
き
。

山
中

人
事
・
評
価
シ
ス
テ
ム
は
知
っ

て
い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

小
平

海
外
の
仕
組
み
・
制
度
は
知
っ

て
い
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。

大
橋

日
本
型
経
営
の
話
を
し
て
、
そ

の
対
比
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
を
入
れ
れ

ば
良
い
の
で
は
。

山
中

上
級
の
狙
い
は
。

小
平

塾
の
基
礎
コ
ー
ス
を
や
る
先
生

を
増
や
す
た
め
の
コ
ー
ス
。
も
う
一
つ

は
基
礎
コ
ー
ス
だ
け
で
は
不
十
分
な
知

識
を
補
完
す
る
な
ど
が
目
的
。
そ
の
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
の
検
討
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

山
中

多
分
二
つ
に
分
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
塾
の
先
生
に
な
る

コ
ー
ス
は
、
そ
れ
用
の
教
え
方
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
Ｍ
Ｏ
Ｔ
２
・
０
な

ど
を
狙
う
場
合
、
そ
れ
用
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

小
平

い
ま
研
究
会
で
は
「
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
の
議
論
を
し
て
い
る
。
今
日

の
議
論
で
も
あ
っ
た
が
「
大
学
で
や
っ

て
い
る
こ
と
を
西
河
塾
で
や
っ
て
も
し

か
た
が
な
い
」
と
い
う
の
が
大
橋
氏
の

意
見
だ
し
、
鈴
木
氏
の
問
題
提
起
だ
。

鈴
木

西
河
塾
の
特
徴
は
演
習
で
は
。

小
平

基
礎
コ
ー
ス
で
は
演
習
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

大
橋

上
級
コ
ー
ス
で
も
演
習
は
必
要

だ
と
思
う
。
自
分
た
ち
が
や
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
形
に
出
来
る
と
い
う
自

信
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

小
平

モ
デ
ル
授
業
を
や
っ
て
み
て
、

試
行
錯
誤
で
行
き
た
い
。

前
田

上
級
コ
ー
ス
に
な
る
と
色
々
な

科
目
・
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
吸
収
す
る
だ

け
で
は
な
く
自
分
で
考
え
、
そ
し
て
議

図１ 西河技術経営塾・リーダーコースの科目構成（案）

2015.1.29,4.14,6.2研究会
上級コース検討研究会（第５～７回）

会社のために働く日本人

自立型組織をいかに作るか

第
五
回
西
河
技
術
経
営
塾
・
上
級
コ
ー
ス
検
討
研
究
会
（
座
長
小
平
和

一
朗
専
務
理
事
）
を
平
成
27
年
１
月
29
日
に
財
団
に
て
開
催
。
第
六
回
の

研
究
会
は
４
月
14
日
に
、
第
七
回
は
６
月
２
日
に
開
催
し
た
。

第
五
回
で
は
鈴
木
潤
研
究
員
が
提
起
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｔ
一
・
０
と
Ｍ
Ｏ
Ｔ

二
・
０
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
の
意
見
を
聞
い
た
。
第
六
回
で
は
山
中
隆

敏
研
究
員
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
マ
ト
リ
ク
ス
で
整
理
し
た

結
果
や
基
礎
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
に
つ
い
て
小
平
か
ら
報
告

を
聞
い
た
等
に
取
り
組
ん
だ
。
第
七
回
で
は
淺
野
昌
宏
理
事
か
ら
上
級

コ
ー
ス
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
追
加
あ
る
い
は
強
化
す
べ
き
項
目
に
つ
い
て

提
案
、
小
平
か
ら
技
術
経
営
の
研
修
事
例
の
報
告
、
前
田
光
幸
研
究
員
か

ら
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
演
習
の
事
例
の
報
告
等
が
あ
っ
た
。

「実践的な経営をされた人は『技術経営』を知っている。前田氏が『技術を無視した
経営は、成り立たない』と言ったが、それは真理だと思っている。経営学を批判して
いる訳ではないが、コンセプトとしての『経営学』と『技術経営学』の違いを問われて
いるので『私はこういう問題意識を持って、西河技術経営塾に取り組んでいる』と事
例報告をする」と語る座長の小平専務理事。

11.技術経営戦略入門、12.技術経営戦略概論、
13.リスク管理、14.CSR、15.経営計画

31.イノベーション、32.技術開発マネジメント、
33. プロジェクトマネジメント、34.知的財産戦略

１．経 営

２．営 業

３．研究・開発

４．生産活動

５．情報通信

６．総務・経理

７．基 礎

21.ビジネスモデル、22.マーケティング、
23.ブランド戦略

41.生産管理

51.情報通信概論、52.ITビジネス

61.会社法、62.財務会計、63.管理会計、
64.原価管理、65.リーダーシップ論

71.報告書・論文

経
営
学
と
技
術
経
営
学
の
違
い
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論
す
る
必
要
が
あ
る
。
演
習
を
メ
イ
ン

に
据
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
上
級
で
は
複

数
の
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
た
が
る
演
習

が
実
践
に
役
立
つ
。

鈴
木

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
経
営
計

画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
三
本
で
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
に
相
当
す
る
。

大
橋

そ
れ
が
実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
で
や
っ
て
い
る
事
だ
。
そ
れ
を
や
ら

な
い
と
会
社
の
実
行
計
画
に
な
ら
な
い
。

前
田

ど
う
い
う
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
準

備
す
る
の
か
も
重
要
だ
が
、
全
体
と
し

て
上
級
コ
ー
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
ど
ん

な
価
値
を
受
講
者
が
身
に
つ
け
ら
れ
る

の
か
、
こ
ち
ら
が
ど
ん
な
価
値
を
提
供

で
き
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「失敗例が無いから、技術が無い経営が分らない。要
するにネガコンが欲しい」と意見を述べる加納信吾研究
員（中央）。鈴木研究員（左）、大橋研究員（右）。

で
技
術
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
設

立
目
的
は
「
最
高
度
ニ
発
揮
セ
シ
ム
ベ

キ
自
由
豁
達
ニ
シ
テ
愉
快
ナ
ル
理
想
工

場
ノ
建
設
」
は
ま
さ
に
技
術
経
営
を
実

践
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
と
受
け
取
れ

る
と
報
告
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
あ
っ
て
具
現
化

城
づ
く
り
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

に
よ
り
具
現
化
す
る
。
（
図
２
）
城
づ

く
り
の
能
力
の
背
景
に
技
術
が
あ
り
、

そ
の
技
術
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
が

技
術
経
営
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
開
発
に
は
時
間
が
掛
る
。
予
見
し

て
先
行
投
資
を
し
、
人
財
を
育
成
す
る
。

【
意
見
交
換
】

加
納

何
で
も
技
術
だ
と
言
っ
て
い
る

が
、
技
術
を
抜
い
て
も
成
立
す
る
。

小
平

技
術
を
抜
い
て
経
営
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
職
場
改
善
も
技
術
。
経

営
学
で
は
そ
の
技
術
を
教
え
て
い
な
い
。

経
営
指
示
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
は
戦
略
だ

小
平

経
営
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
論

だ
け
で
は
技
術
が
見
え
な
い
。

（注２）1コマ＝90分の講義。（注３）ＭＯＴ＝Management of Technology

研究会

加
納

工
程
を
１
／
３
に
す
る
と
こ
ろ

に
技
術
が
入
っ
て
い
る
と
み
る
。

小
平

そ
れ
は
日
々
の
作
業
改
善
に
基

づ
く
。
「
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
は
戦
略

じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
学
者
も
い
る
が
、

西
河
氏
は
継
続
的
に
経
営
者
と
一
体
化

し
た
取
り
組
み
は
戦
略
で
あ
る
と
。

加
納

私
も
プ
ロ
セ
ス
は
戦
略
だ
と
思

う
し
、
技
術
が
入
っ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス

と
、
技
術
を
考
慮
し
な
か
っ
た
プ
ロ
セ

ス
で
は
差
分
が
で
る
。

小
平

差
分
を
西
河
理
事
長
の
事
例
で

言
え
ば
通
常
３
カ
月
で
建
て
て
い
た
家

を
１
／
３
の
工
期
に
短
縮
し
、
１
カ
月

で
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

前
田

「
経
営
学
」
と
「
経
営
」
を
混

同
し
て
い
る
。
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で

も
経
営
学
に
技
術
は
余
り
入
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
会
社
は
必
ず

技
術
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

経
営
学
だ
け
で
経
営
は
出
来
な
い
。
い

わ
ゆ
る
一
般
的
な
経
営
は
、
結
果
的
に

技
術
経
営
だ
。
だ
が
文
系
の
経
営
者
が

技
術
経
営
が
出
来
な
い
か
と
い
う
と
そ

ん
な
事
は
無
い
。
そ
れ
は
経
営
学
も
学

ぶ
し
、
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
を
活
用

し
て
経
営
を
す
る
。
「
経
営
＝
技
術
経

営
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。

小
平

講
義
の
中
で
「
こ
う
い
う
話
を

同
時
に
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
プ

ロ
セ
ス
改
善
、
Ｑ
Ｃ
、
生
産
性
と
あ
る

が
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
や
っ
て
い
る
。

前
田

商
店
経
営
は
別
に
し
て
、
技
術

要
素
は
必
ず
あ
る
。

経
営
と
技
術
経

営
は
同
じ
で
あ
る
が
、
「
経
営
学
」
と

「
技
術
経
営
学
」
は
違
う
。

大
橋

こ
の
塾
を
実
践
的
な
経
営
を
学

ぶ
場
に
し
た
い
。
そ
の
中
に
「
技
術
的

経
営
」
も
あ
る
し
、
我
々
経
営
者
が

培
っ
て
き
た
「
経
営
」
も
あ
る
。
方
法

論
は
、
一
つ
だ
け
で
は
な
い
。

上級コース検討研究会（第５～７回）

技
術
を
無
視
し
た
経
営
な
ど
存
在
し
な
い

第
七
回
の
研
究
会
の
中
で
小
平
座
長

か
ら
西
河
技
術
経
営
塾
で
教
え
て
い
る

「
技
術
経
営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
（
注
３
）
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
改
め
て
報
告
し
た
。

技
術
経
営
と
い
っ
て
も
別
に
高
級
な

技
術
を
教
え
て
い
る
訳
で
は
無
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
お
い
て
技

術
が
ど
の
よ
う
に
絡
ん
で
い
る
か
を
教

え
て
い
る
。
実
務
で
は
当
た
り
前
の
技

術
経
営
を
西
河
技
術
経
営
塾
以
外
の
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
一
般
的
に
教
え

て
い
な
い
。
ソ
ニ
ー
の
設
立
目
的
の
中

で
ソ
ニ
ー
は
技
術
経
営
に
取
り

組
む
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

今
で
も
ソ
ニ
ー
に
あ
る
と
思
う

が
、
こ
の
中
で
「
真
面
目
ナ
ル

技
術
者
ノ
技
能
ヲ
」
と
の
表
現

図２ 城たてる能力を分析すると

西河技術経営塾で教えている技術経営を報告する座長
の小平専務理事（左）、右は鈴木研究員。
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

淺
野
昌
宏
講
師
は
塾
講
義
の
終
盤
で

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
23

回
）
」
「

Ｍ
＆
Ａ(

合
併
と
買
収
）
商

標
・
特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
（
24

回
）
」
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
失

敗
学
（
29
回
）
」
と
題
す
る
講
座
を
担

当
し
た
。
図
３
は
第
29
回
の
資
料
の
一

部
で
、
リ
ス
ク
の
種
類
と
影
響
性
を
整

理
し
た
資
料
で
あ
る
。

企
業
の
社
会
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

大
橋
克
已
講
師
、
終
盤
で
は
「
会
社

を
取
り
巻
く
法
令
と
規
則
（
27
回
）
」

「
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
Ｃ

課
題
発
表
で
学
び
の
成
果
を
確
認

31
回
（
７
月
15
日
）
は
「
西
河
技
術

経
営
塾
実
践
ス
ク
ー
ル
・
基
礎
コ
ー

ス
」
修
了
の
水
準
に
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
審
査
報
告
会
を
開
催
し
た
。
発
表

の
持
ち
時
間
20
分
、
質
疑
10
分
で
５
名

の
塾
生
が
発
表
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
文
章
に
書
き
遺
す
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
修
了
す
る
ま
で
に

Ａ
４
版
で
６
枚
か
ら
８
枚
の
報
告
書
ス

タ
イ
ル
の
論
文
提
出
を
熟
生
に
要
求
し

て
い
る
。
内
容
は
専
門
職
大
学
院
修
了

レ
ベ
ル
を
要
求
し
て
い
る
。

「
西
河
技
術
経
営
塾
で
何
を
学
ん
だ

の
か
」
を
問
う
。
「
入
塾
前
と
後
で
の

ビ
フ
ォ
ア
・
ア
フ
タ
ー
を
書
く
」
と
迫

る
。
こ
れ
が
意
外
と
書
け
な
い
。
経
営

者
と
し
て
長
年
取
り
組
み
、
生
き
様
と

し
て
の
経
営
ス
タ
イ
ル
が
身
に
付
い
て

い
る
こ
と
が
壁
に
な
る
。
古
い
知
識
が

邪
魔
を
す
る
。
身
に
付
い
て
い
な
い
か

淺野昌宏理事は５月２０日『M&A（合併と買収）商標・特許・実用新案・衣
裳（第24講義）』と題し、塾生に講演した。

西
河
技
術
経
営
塾
で
何
を
学
ぶ

2期生西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

図３ 「リスクマネジメントと失敗学（第29回）」と題し6月24日に講
演した淺野昌宏の資料（リスクの種類と影響性）

世
の
中
の
困
っ
て
い
る
人
に
役
に
立
つ
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
る
を
教
え
る

Ｓ
Ｒ
と
マ
ス
コ
ミ
対
策
」
を
担
当
し
た
。

大
橋
は
、
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
「
企
業
は
社
内
外
の
情

報
を
常
に
発
信
し
て
い
る
。
企
業
は
社

会
的
存
在
で
あ
る
。
企
業
は
独
自
の
人

格
を
も
つ
。
企
業
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
努
力
を
す
る
」
と
講
義
し
た
。

企
業
を
取
り
巻
く
利
害
関
係
者
を
図
４

を
使
っ
て
説
明
し
た
。

元クラレ常務取締役の大橋克已氏は
主にマーケティングを主に担当してきた
が、終盤では法務やＣＳＲを担当した。

塾生の鈴木義晴（左）は『不動産業仲介業のブランド構築 －顧客
が顧客を呼ぶ感動価値の創出－』と題する論文を発表した。「ブラ
ンドを高めるためには、不動産知識に限らず道徳的な社員教育を
充実させる。知的好奇心を持って視野を広げる。・・」と報告した。

図４ 企業のコミュニケーション（利害関係者）

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
、
「会
社
の
状
態
」

「ビ
ジ
ネ
ス
」「モ
ノ
づ
く
り
」と
い
う
３
つ
の
経
営

フ
ェ
ー
ズ
を
「会
計
数
値
で
管
理
」と
い
う
課
題

で
講
義
し
て
い
る
。
会
計
学
で
は
ふ
れ
難
い
経

営
の
仕
組
み
を
講
義
し
て
い
る
。
当
塾
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。

平
成
26
年
10
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
西

河
技
術
経
営
塾
が
最
後
の
段
階
に
な
って
き
た
。

７
月
15
日
塾
の
修
了
試
験
で
も
あ
る
課
題
発

表
会
が
開
催
さ
れ
５
名
に
塾
生
が
発
表
し
た
。

７
月
29
日
に
終
了
式
が
財
団
内
事
務
室
に
て

行
わ
れ
る
。

プラスとマイナス
のリスク

マイナスだけ
のリスク

内容

特徴

火災、自然災害のような
いわゆる偶発的事故や
人為的なミスに起因す
るリスク

政治的、経済的変動の様
な環境変化に伴うリスク

企業は損失のみを受け、
何ら利益は得られない。

企業は損失を受けることも
あれば、逆に利益を得るこ
ともある。

サプライヤー

顧客

消費者

社員

金融機関

行政
株主
投資家

ＮＧＯ・ＮＰＯ
地域住民

取締役会
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の
母
親
で
あ
り
、
対
外
的
に
も
魚
春
の

顔
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
母
親

を
柱
と
し
て
家
族
が
ま
と
ま
っ
て
い
く

よ
う
な
組
織
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
』
と
考
え
て
い
る
。
母

親
の
好
き
嫌
い
で
組
織
が
疲
弊
し
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
公
平
な
評
価
制
度

も
備
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
ま
で

す
る
こ
と
で
、
女
将
が
取
り
組
む
真
心

の
管
理
が
出
来
て
い
く
」
と
報
告
。

近
年
欧
州
で
は
ベ
ー
ル
の
着
用
を

め
ぐ
っ
て
騒
動
が
お
き
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
の
世
界
で
は
、
女
性
は
ベ

ー
ル
（
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
）
を
被
る
こ
と

が
、
文
化
と
し
て
あ
る
い
は
、
一
つ

の
社
会
通
念
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
教
義
か
ら
来

て
い
る
の
で
す
が
、
欧
州
だ
け
で
は

な
く
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
の
本
場
中
東
で
も

聖
典
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
主
張
も

大
き
く
こ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

聖
典
に
何
と
書
か
れ
て
い
る
の
か

コ
ー
ラ
ン
24
章
31
節
に
「
信
者
の

女
た
ち
に
言
え
、
か
の
女
ら
の
視
線

を
低
う
し
貞
節
を
守
れ
、
外
に
現
れ

る
も
の
の
ほ
か
は
、
か
の
女
ら
の
美

を
目
だ
た
せ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
か

ら
ヴ
ェ
イ
ル
を
そ
の
胸
の
上
に
た
れ

よ
」
（
三
田
了
一
訳
）
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
・
理
解

す
る
か
で
考
え
方
が
大
き
く
違
っ
て

き
ま
す
。
詳
細
は
省
き
ま
す
が
「
外

に
現
れ
る
も
の
」
と
は
「
衣
服
の
外

側
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
目
立
た
せ

て
は
な
ら
ぬ
」
と
厳
し
く
解
釈
す
る

学
派
と
「
顔
と
手
、
及
び
日
常
つ
け

て
い
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
除
外
さ
れ

る
」
と
解
釈
す
る
学
派
に
二
分
さ
れ

ま
す
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
カ
タ
ー

ル
な
ど
の
国
で
は
、
前
者
の
立
場
で

服
装
規
定
が
作
ら
れ
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
女
性
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

長
衣
を
衣
服
の
上
に
ま
と
う
事
が
求

め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
支
配
的
な
社
会

の
多
く
で
は
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
は
一
つ

の
「
し
る
し
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
着
用
し
て
い
る
者

は
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
女
の
人
」
で
、

日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ネ
ク
タ

イ
の
よ
う
に
着
用
者
は
社
会
的
規

範
を
尊
重
し
信
用
に
値
す
る
と
見

て
も
ら
う
事
が
出
来
ま
す
。
し
か

し
、
世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を

見
た
時
に
は
、
多
く
は
覆
う
か
覆

わ
な
い
か
は
個
人
の
自
由
選
択
と

な
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

１
９
７
０
年
代
の
リ
ビ
ア
で
は

私
が
４
年
間
暮
ら
し
た
リ
ビ
ア

の
ト
リ
ポ
リ
で
は
、
女
性
は
外
出

す
る
時
は
皆
、
真
っ
白
な
シ
ー
ツ

を
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
被
り
片
目
だ

け
出
し
て
い
ま
し
た
。
西
の
キ
レ

ナ
イ
カ
（
ベ
ン
ガ
ジ
以
西
）
で
は

黒
い
シ
ー
ツ
、
南
の
フ
ェ
ザ
ー
ン

で
は
赤
・
青
・
黄
な
ど
の
ス
ト
ラ

イ
プ
の
シ
ー
ツ
と
部
族
で
違
っ
て

い
ま
し
た
。
着
脱
の
瞬
間
は
見
て

い
ま
せ
ん
が
、
一
枚
の
布
で
自
分

自
身
を
す
っ
ぽ
り
包
み
込
み
、
い

く
ら
歩
い
て
も
着
崩
れ
な
い
の
で

す
か
ら
、
実
に
見
事
な
も
の
で
す
。

外
か
ら
見
え
る
の
は
、
片
目
と
踵

が
２
㎝
程
だ
け
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
社
会
規
範
の
下
で

は
、
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
な

ど
は
街
中
何
処
に
も
な
く
、
日
本

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
新
聞
も
、
ス

ポ
ー
ツ
面
で
は
相
撲
の
力
士
の
写

真
は
真
っ
黒
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
勿
論
、
い
た
ず
ら
で

は
な
く
税
関
職
員
が
ワ
イ
セ
ツ
と

判
断
し
て
黒
ペ
ン
で
塗
り
つ
ぶ
し

て
い
る
の
で
す
。
文
化
に
根
差
す

社
会
通
念
や
社
会
規
範
は
な
か
な

か
変
わ
り
難
い
も
の
の
よ
う
で
す
。

理事 淺野昌宏何故ベールを被るのか

西河技術系絵塾

（注3） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：中東』に全文掲載

ア
ラ
ブ
の
お
話
し

中 東

（５）

西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

ら
書
き
物
に
な
ら
な
い
。
「
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
知
識
は
、
経
営
の
知
見
と

は
言
え
な
い
」
と
小
平
和
一
朗
専
務
理

事
は
塾
生
に
迫
る
。

Ａ
４
版
で
６
枚
程
度
の
の
報
告
書
ス

タ
イ
ル
の
論
文
に
な
っ
て
提
出
さ
れ
る
。

優
秀
な
論
文
は
一
般
社
団
法
人
日
本
開

発
工
学
会
の
学
会
誌
『
開
発
工
学
』
の

研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
投
稿
す
る
こ
と
を

勧
め
る
。

魚
春
グ
ル
ー
プ
を
女
将
と
な
っ
て
管
理

塾
生
の
永
井
寛
子
は
『
老
舗
女
将
の

真
心
ブ
ラ
ン
ド

‐

魚
屋
か
ら
居
酒
屋

ま
で
の
４
事
業
を
展
開‐
』
と
題
す
る

論
文
を
発
表
し
た
。
永
井
の
実
家
『
魚

春
』
は
、
百
年
近
い
老
舗
の
魚
屋
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
日
本
型
の
技
術
経
営
が

存
在
し
て
い
て
、
西
河
技
術
経
営
塾
の

狙
い
で
あ
る
「
技
術
経
営
」
と
「
日
本

型
」
が
、
商
売
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
転

換
期
に
い
た
永
井
の
心
に
響
い
た
と
い

う
。
永
井
は
「
弊
社
の
原
点
は
魚
屋
で

あ
る
。
地
域
密
着
型
の
お
客
様
と
の
信

頼
で
成
り
立
っ
て
き
た
商
売
を
、
時
代

の
流
れ
に
合
わ
せ
て
展
開
し
て
き
た
。

食
べ
て
く
れ
る
人
の
顔
を
思
い
、
人
の

繋
が
り
を
大
事
に
し
、
従
業
員
と
共
に

歩
む
」
「
魚
春
に
お
け
る
私
の
立
場
は

社
長
で
も
専
務
で
も
な
く
、
女
将
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
業
員
に
と
っ
て

ニッチマーケットの不動産事業
に取り組む齊藤忠行塾生、発
表後、講師から質問を受ける。

（注3）

介護ビジネスに取り組んでいる小
泉賢貴塾生、『起業から企業へ』
と題して発表した。

「微細ネジ締めトルク管理ドライ
バー」の開発に取り組んできた佐
藤義男塾生が事業創生を報告。

「自分の言葉で語る、人の事、現
場を見る、戦略を立てる等々を学
んだ」と語る塾生の永井寛子。
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誠実を伝える情報紙

一
年
前
か
ら
公
益
認
定
申
請

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
そ

の
認
定
を
受
け
る
だ
け
の
公
益

性
が
あ
る
財
団
活
動
を
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

財
団
の
設
立
趣
意
書
の
中
で

「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
言
わ
れ
る
日
本

の
長
期
の
経
済
成
長
の
低
迷
を
問
題
に

し
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

円
安
も
あ
り
ド
ル
ベ
ー
ス
で
み
た
国
際

比
較
で
国
力
は
明
ら
か
に
低
下
し
て
い

る
。
日
本
の
良
い
技
術
や
技
能
を
求
め

て
海
外
企
業
が
日
本
に
研
究
開
発
拠
点

を
つ
く
る
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
で
は
経
営
人
財
が
育
っ
て
い
な
い
た

め
事
業
化
で
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

実
際
、
経
営
を
学
ば
ず
に
経
営
を
し

て
い
る
経
営
者
は
多
い
。
財
団
は
技
術

経
営
人
財
を
育
成
し
、
日
本
の
強
み
を

生
か
せ
る
日
本
型
経
営
の
で
き
る
企
業

を
作
り
、
日
本
人
の
雇
用
の
拡
大
を
図

る
。
そ
れ
は
我
が
国
の
持
続
的
成
長
と

活
性
化
に
役
立
つ
公
益
性
の
あ
る
財
団

活
動
で
あ
る
。
そ
の
活
動
で
国
レ
ベ
ル

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が

出
来
る
。
民
間
の
事
業
家
の
も
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
実
績
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

コラム・事務局
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当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

一般財団法人
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案内

第
３
期
生
の
募
集
を
完
了

西
河
技
術
経
営
塾
・
実

践
経
営
ス
ク
ー
ル
・
基
礎

コ
ー
ス
の
３
期
生
の
募
集

う

を
終
え
た
。
６
名
に
合
格

の
通
知
を
出
し
た
。
９
月

上
旬
か
ら
３
期
生
の
講
義

が
始
ま
る
。

一
方
で
、
７
月
末
修
了

の
第
２
期
生
の
課
題
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
「
西
河
塾
で
何
を
学
ん
だ
の

か
」
と
い
う
問
い
か
け
を
し
て
い
る
。

学
ん
だ
こ
と
を
文
字
に
す
る
こ
と
は
、

い
ざ
取
り
組
ん
で
み
る
と
大
変
な
こ
と

で
あ
る
事
に
気
付
く
。
知
見
は
文
字
に

し
て
文
化
と
な
る
。
日
本
で
は
実
践
的

な
技
術
経
営
論
文
が
少
な
い
。
課
題
研

究
の
成
果
は
一
般
社
団
法
人
日
本
開
発

工
学
会
（
会
長
大
江
修
造
東
京
理
科
大

学
元
教
授
）
の
機
関
誌
『
開
発
工
学
』

に
投
稿
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

西
河
技
術
経
営
塾
・
基
礎
コ
ー
ス
の

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
検
討
し
て
い
る
「
上
級
コ
ー
ス
検

討
研
究
会
（
座
長
小
平
和
一
朗
）
」
や

日
本
の
企
業
が
対
応
で
遅
れ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

む
「
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
（
座
長
前
田

光
幸
）
」
が
２
年
目
の
活
動
に
入
る
。

（注4）稲川哲浩『クアルコムの野望』、日経ＢＰ社

国
際
標
準
を
儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

ク
ア
ル
コ
ム
は
自
社
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ

技
術
で
第
三
世
代
無
線
通
信
標
準
化

に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
日
本
や
欧

州
の
競
合
企
業
は
市
場
に
参
入
し
な

か
っ
た
た
め
、
市
場
に
フ
ァ
ー
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
入
す
れ
ば
、
業

界
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
ー
の
位
置
を
確

保
し
、
事
業
を
順
調
に
推
進
で
き
る

好
位
置
に
あ
っ
た
。
創
業
者
利
益
を

狙
い
、
３
Ｇ
の
携
帯
事
業
を
立
ち
上

げ
る
た
め
を
携
帯
端
末
、
通
信
基
地

局
、
ソ
フ
ト
開
発
用
の
モ
バ
イ
ル
Ｏ

Ｓ
等
を
設
計
、
生
産
、
販
売
と
通
信

料
金
の
回
収
ま
で
行
っ
た
。
自
社
の

研
究
成
果
の
事
業
化
モ
デ
ル
（
狙
い

の
品
質
）
は
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
。

事
業
多
角
化
失
敗
の
要
因

実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
て
み
る

と
様
々
な
苦
情
が
出
て
き
た
。
そ
の

第
一
は
、
端
末
が
す
ぐ
壊
れ
、
こ
れ

が
修
理
で
き
な
い
。
第
二
に
は
文
字

を
通
信
す
る
料
金
を
音
声
と
同
じ
で

課
金
し
た
た
め
、
多
額
の
通
信
料
金

を
顧
客
に
請
求
し
、
解
約
さ
れ
た
こ

と
。
第
三
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｏ
Ｓ
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
、
ソ
フ
ト
ベ
ン

ダ
ー
が
効
率
よ
く
開
発
で
き
る
よ
う

に
す
る
所
を
、
通
信
会
社
の
要
求
に

よ
っ
て
個
別
の
Ｏ
Ｓ
を
開
発
し
た
た

め
、
ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
が
そ
っ
ぽ
を

向
き
、
ア
プ
リ
ソ
フ
ト
が
そ
ろ
わ
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
製
品

の
出
来
栄
え
の
品
質
に
か
か
わ
る
も

の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
無
い
企
業

が
、
製
品
を
発
売
す
る
と
き
に
陥
る

落
と
し
穴
で
あ
る
。

ク
ア
ル
コ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

こ
れ
ら
の
失
敗
か
ら
、
ク
ア
ル
コ

ム
は
彼
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
、

知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
こ
れ
を

組
み
込
ん
だ
省
エ
ネ
半
導
体
の
販
売

に
特
化
し
た
。
５
％
の
特
許
料
を
払

い
、
半
導
体
を
買
え
ば
誰
で
も
簡
単

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
設
計
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
勝

ち
続
け
る
た
め
に
、
次
世
代
無
線
通

信
技
術
の
研
究
開
発
に
多
額
の
投
資

（
Ｍ
＆
Ａ
を
含
む
）
し
、
無
線
通
信

技
術
開
発
の
ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
知

的
財
産
の
強
力
な
マ
ッ
プ
を
構
築
し

て
い
る
。
研
究
開
発
型
企
業
の
成
功

モ
デ
ル
の
代
表
と
い
え
る
。

粘
り
強
く
脅
迫
を
は
ね
つ
け
た
胆
力

エ
リ
ク
ソ
ン
と
の
交
渉
を
纏
め
上

げ
た
ク
ア
ル
コ
ム
ト
ッ
プ
の
交
渉
力

は
見
習
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
日
本
人

は
、
こ
れ
だ
け
世
界
の
超
大
手
企
業

か
ら
い
じ
め
ら
れ
た
ら
、
彼
ら
の
言

う
こ
と
を
聞
い
て
し
ま
う
が
、
自
社

技
術
を
信
じ
て
粘
り
強
く
脅
迫
を
は

ね
つ
け
た
胆
力
は
素
晴
ら
し
い
。
ク

ア
ル
コ
ム
の
事
業
は
経
営
陣
が
得
意

と
す
る
無
線
通
信
技
術
の
研
究
開
発

と
知
的
財
産
権
と
こ
の
技
術
を
半
導

体
に
組
み
込
む
半
導
体
の
開
発
並
び

に
販
売
と
言
う
得
意
分
野
に
収
束
し

今
日
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

新
た
な
事
業
を
起
業
す
る
に
は
、

起
業
家
の
保
有
し
て
い
る
知
識
と
経

験
の
範
囲
内
で
事
業
を
成
功
さ
せ
る

シ
ナ
リ
オ
を
書
い
て
経
営
す
る
か
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
起
業
家
の
足
ら

な
い
所
を
補
っ
て
く
れ
る
業
界
の
プ

ロ
を
補
佐
役
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

だ
。
業
界
の
プ
ロ
が
引
き
受
け
て
く

れ
る
に
は
、
起
業
家
に
手
を
差
し
伸

べ
た
く
な
る
よ
う
な
、
人
間
的
な
魅

力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

連載：企業経営と新製品開発
第９回 研究開発型企業クアルコム（下）

顧問 坂巻 資敏

（注4）

－－狙いの品質と出来栄えの品質を達成する-
-


